
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                                                          

 
防災士バッチを希望者に配布致します。とりあえず希望者の人数を把握したいので、希望される方は

受け持ち地区の事務局までお知らせください。(バッチは１個 1,500 円で日本防災士会で販売している

ものです)費用につきましては鳥取県支部で一定の補助を行う予定です。締め切りは 6/20 です。 

１．支部規約の変更－事務局長の増員(尾崎)、東部事務局の変更(尾崎→岸田)、監事の変更(絹見) 

２．支部活動の多様化－救出訓練の実演、施設の耐震チェックの実施。活動内容の説明。 

３．「自主防災活動促進に資する企画」(鳥取県防災局より説明、質疑) 

○これまでの「自主防災活動促進事業」の見直しを行った。市町村を通じて依頼する。年間予算

をこれまで３０万円を上限として支払っていたが、２１年度予算化はしない。 

４．防災士バッチの配布－希望者に対し、費用の補助を行う(補助率は希望者の人数による) 
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事務局 

電話 090-4576-7950 

◎ 東部事務局 岸田 孝之 鳥取市若葉台南 1-13   職場：0857-52-2811 
◎ 中部事務局 戸崎 宗一 倉吉市福庭１－４６   職場：0858-26-1665 
◎ 西部事務局 砂口 浩二 米子市博労町 1-46-2    職場：0859-33-5999 
 

 

 

日本防災士会鳥取県支部定期総会が 4 月 25 日(土)、倉吉体育文化会館にて行なわれまし

た。総会では 20 年度の決算、21 年度の計画案、役員の一部改選などが承認されました。そ

して、鳥取県防災局からはこれまでの自主防災活動促進事業の変更の説明がありました(下

記に要点を記述)。新しい役員(東部事務局、幹事)さんにはいろいろお世話になりますが、

よろしくお願いします。 

総会後、倒壊家屋からの救出訓練の実演、鳥取大学の香川教授による「地震の揺れの基礎

知識」の講演が行われました。救出訓練の様子はビデオに収めていますので、今後事務局か

ら貸し出しを行う予定にしています。香川教授による講演会では、阪神大震災での地震のデ

ータの解析、そして鳥取県の地震事情などの貴重な話しを聞くことが出来ました。理論、実

例は今後防災士が各地域で行う講習会に活用が出来ると思います。これからも 

スキルアップのための研修会を企画していくつもりです。 
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総会の決定(確認)事項 

定期総会・研修会が 

行なわれました 

【日本防災士会鳥取県支部メーリングリスト】 
グループへの参加 bousai116-subscribe@yahoogroups.jp 

投稿用アドレス bousai116@yahoogroups.jp  管理者への連絡 bousai116-owner@yahoogroups.jp 

鳥取県支部代表電話 ０９０－４５７６－７９５０ (事務局長) 

遠藤副支部長 鳥大・香川教授講演風景 

倒壊家屋からの救出訓練 

直径 15mm 


